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　主 に 前立腺癌患者か ら摘幽され た塞丸、一

部 は病的睾丸組織片 も用い て 、 そ れ らの メ タ

カ ル ン 周定 ・パ ラ フ ィ ン 包埋切片を作製 した 。

細精管基底膜 に つ い て W 型な らび に V 型 コ ラ

ゲ ン、ラ ミ ニ ン など、myoid 細胞に つ い て ア

ク チ ン、ミ オ シ ン、デ ス ミ ン な ど、Sertoli

細胞に つ い て ビ メ ン チ ン な ど 、 夫々 の 免疫組

織化学的検素をABC 注で試み た 。

　細糖管基底膜に は IV型 コ ラゲ ン 、
　 V 型 コ ラ

ゲ ン、ラ ミ ニ ン などが夫 々 特異な分布像を示

して お り、 精子形成低下や い わ ゆる
tt
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とい う病変に お け るそれ らの 変動 に 注

目 した 。 細精管全外周 に分布するmyeid 細胞

に ア ク チ ン な ど の 強陽性所見を認め、精子形

成低下 で それ らの陽性度は変動減弱するが 、

それが高度 とな っ て も、随伴して い る基底膜

硝子化病変の 外縁に なお それ らの 陽性像をみ

い だ し た
。

な お 、 ア ク チ ン 陽性像は精子に も

み られた。ビ メ ン チ ン は細精管内で Sertoli

細胞々 体に 特異的に分布 してお り、い ろ い ろ

の 精上皮病変に お ける本細胞 の 動態を把握す

る の に適 して い た 。

　 EGF − R　（epidermal 　 growth 　factor−

recep 七r）は胎盤の増殖，分化と密接に関わ っ

て い るが，そ の 存在部位に関 して は必ず しも

あきらか で ない 。 そ こで抗 EGF − R モ ノ クロ ー

ナ ル 抗体を用 い た免疫組織化学法 ， 免疫電顕

法に よ り， 妊娠 6 − 42週の正常胎盤にお ける

EGF − R の 局在を検討 した 。

　EGF − R は基本的に は
， 母体血と直接に 接

す るシ ン シ チオ トロ ホ ブラ ス ト （ST）の 表面

に存在して い た。 胎児循環 に近 い 部位 に 存在

す るサ イ ト トボ ブラ ス ト （CT ）の 表面に も

EGF − R を認 めたが，基底膜 に接す る部分 の

細胞膜上に は EGF − R を認 め るこ とが で きな

か っ た 。 免疫反応産物の 量か ら判断 す ると，

EGF − R の 量 は妊娠の 全期間を通 じて絨毛細

胞膜表面に均等に 認め られた 。

　以上の 所見 は  STの 細胞膜上 に 存在す る

EGF − R は母体血中の EGF の 影響を受けて ，

胎盤 絨毛性 ゴ ナ ド トロ ピ ン 等 の 産 生 ， 放出

に関わ っ て い る ，   GT の細胞膜上 に存在す

る EGF − R は胎児血中の EGF の 影響 を受 け

て ， 胎盤の 増殖 ， 分化と関わ っ て い る等の 可

能性を示唆 して い る。
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